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大山正雄氏会長就任

新会長は、廣川允彦会長の急逝にともなう後任と

して、常務理那で学術部幹那委員の火山正雄氏が

4月26日付で就任した。

会長の選定にあたっては4月4日(木)に開催した

副会長会議・総務委員会合同会議において大山正

雄氏を会長候補者として選出した。会長の選定は

理事会の決議事項であるが、緊急を要するため、平

成25年4月5日付面で、理司工及び監Ⅲの全員に対

して、理哥工会の決議小項である会長(代表理事)の

選定について提案し、当該提案につき4阿15日まで

に理.事および監小の全員から杏面決識に信」意を得

るとともに、火山正雄氏の会長就任について過半数

の賛成を得たので理那会の決識があったものとみな

した。なお、任期は前任者の残任期問で南る平成26

年の総会までとした。

大山正雄氏は昭和18年生まれの69歳。文学博

士。専門は温泉水文学と白然地理学。神奈川県温

泉地学研究所を経て、現在は昭羽,1女子大学非常

勤講師、早稲田火学オープンカレソジ講師などを務め

る。平成18年から22年まで日本i品泉科学会会長を2

期務めた。日本温泉協会においては平成11年から

評議員、13年理事、17年常務理事に就任。また平成

6年学術部委員、23年学術部幹事委員就任。

温泉排水の暫定基準延長へ

温泉排水の「ほう素及びその化合物」の暫定基

準がさらに3年問、平成28年6月末まで延長されるこ

とになった。「ふっ素及びその化合物」については、

自然潮出泉と掘削泉とを区分し、自然湧出泉につい

ては現行のまま28年6月末まで延長。掘削泉につい

ては50m冒/しから30111宮/しと規制が強化された

「ほう素及びその化合物ル「ふっ素及びその化

合物」を含む排水は、水質汚濁防止法の排水基堆

により規制の対象となっている旅館業の温泉排水

も対象となっているが、直ちに基準を達成することが

困難な業極として暫定基準が平成13年に設けられ、
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これまで3年ごとに3回延長され、本年6月末日をもっ

て期隈を迎えることになってぃた。

「排水基準を定める省令の一部を改正する省令

の一部を改正する省令が本年6月10日公布され、フ

月1日から施行されたことによる。

一律排水基準として、「ほう素」は海城以外の

公共用水城に排出するものについては10叫ι、

「ふっ素」8叫ιとなっているが、これに対しi且泉を

利用した旅館業の暫定基準は、「ほう素」は500嘩
ι、「ふっ素」は昭和四年12月1日以前に湧出してぃ

る温泉については、白然湖出泉が50鴫ι、掘削泉
が30n壌ι昭和四年12月2日以降に湧出,した濃泉

については、排水嶽50t 日未満の白然湧出泉は

50叫ι、掘削泉は30Ⅱ熔ι、50t 日以上は15嘔

しとなった

公布に先立ち平成25年4月19日から5円20日の問、

「ほう素、ふっ素及び硝酸性窒素等に係る暫定排

水基徽(案)」に対する環境省の意見募集(/tブリッ

クコメント)が実施され、本会からは以下の意見を提

出した。

1旅館業(温泉を利用するものに限る)に係る「ほう

素およびその化合物」のすべてと、「ふっ素及びそ

の化合物」は一部を除き、暫定基翠が延長される

ことにな0たことは、温泉利用旅館の実態を理解

いただいた判断として感謝したい。

2 平成13年7月1日の施行の際、現に浦出していた

温泉を利用する旅館業につぃては、当分の間、適

用しないこととしていただきたい。また、平成13年7

fn日以降に湧出した1胤泉を利用する旅館につい

ては、現行の暫定排水基染値を継絖してぃただき

たい

(理由)「ほう素及びその化合物」については、現

在も低廉で実用的な除去技術が確立されており

ません。実用的な排水処理技術の開発をお願い

いたしますとともに、開発されるまでの間、特段の

配慮をお願いしたい

平成13年7月1日以降に湧出した温泉について

も、工場などで製品の製造過程において生じるい



わゆる産業廃棄物とは一線を画するものであるこ

とを理解いただきたい。

すぐに規制が厳しくなると、観光立国実現や地域

活性化のための原動力である温泉の利用に影響

を及ぽしかねない。

また、多丑に湧出する自然湧出泉の場合、旅館

利用以外の来利用排水も多く、これを規制するこ

とは困難である。

温泉を利用する日帰り入浴旅館、公衆浴場、共同

浴場等にも、旅館業と同じく適用すべきとの意見も

あるが、これらには古来からの利用などのいろいろ

な形態があり、一括して今すぐ適用することは問

應である。

(理由)古来から地域の集落ごとに維持管理す

る住民の生活に根ぎした共同浴場などが適用に

なった場合、管理面での財源の確保が困難とな

り存続が危ぶまれることになる。これはわが国の地

域社会の存立、温宗文化の継承上からも大きな

痛手であり、慎重な対応が必要である。

環境省補助金について

環境省では、平成25年度二酸化炭素排出抑制

対策事業賓等補助金(民問団体)のうち、温泉エネ

ルギー活用加速化ホ業(うち温泉施酘における温暖

化対策事業)について募集を行っている公募期問

は平成25年7月22日網)まで。詳細については環境

省ホームページか、日木温泉協会ホームページn乱泉

名人」をご参照ください。

協会日誌

I EI 「温泉」釘巻3号・(あわら温泉特集号)掲職分

の座談会開催(福井県・南わら温泉・芦原温

泉旅館協同組合)

観光関係団体・一水会例会(東京・日本観光

振興協会)

副会長会識,総務委員会合同会識開催(東京・

六甲第2ビル)

第1回編集委員会開催(東京・六甲第2ビル)

故福田彰氏(国観連元会畏)通夜(来京,碑

文谷会館)

二階俊博氏(衆議院朧員・全国床行業協会会

畏)の火韓民国金塔産業勲章受章を祝う会(東

京,都市センターホテル)

東京都樹然現境保全審識会(東京・東京都庁)

(公社)国際観光施股恊会ホテレス実行委員会

(東京・国際観光施設協会)
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